
サプリメントの表示、その印象だ

けで選んでいませんか？ 
   
認定検査機関が NMN をどのように検証するか̶̶何を調べ、どん
な機器を使い、なぜそれがラベルに書かれたどんなことよりも重要
なのか。  
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独⽴した分析によって、市場で販売されている⼀部の NMN 製品では、ラベ
ル表⽰と実際の成分量に⼤きな差があることが明らかになっている。中に
は、⾼含有を謳いながら、実際にはごく微量しか確認されなかった製品も存
在した。  
 
無名のブランドの話ではない。洗練されたパッケージと⾃信に満ちた謳い⽂
句を持ち、何千もの好意的なレビューを集めた、売れ筋製品の話だ。ラベル
には信頼感があった。中⾝は異なる。 



 
ほとんどの国では、製品が市場に出る前に独⽴検査を義務付けていないた
め、サプリメント市場は⼤部分を信頼に頼って成り⽴っている。メーカーは
ラベルにほぼどんな数字でも記載できる。認定された第三者機関による検証
がなければ、消費者にはそれを確認する信頼できる⼿段がない。 
  
もうひとつ、先に触れておきたい思い込みがある。価格が⾼いことは、厳格
に検査されているという意味ではない。ただ価格が⾼いということだ。サプ
リメント市場では、⾼級感のあるパッケージや⾼価格帯であることによっ
て、科学的信頼性や⾼品質であるかのような印象が⽣まれることがある。し
かし、それが実際の検査体制や検証レベルを正確に反映しているとは限らな
い。ラベルに書かれた価格と、パッケージに⽰された認証は、まったく異な
る種類の情報だ。そして実際に認定機関による分析試験やトレーサビリティ
記録にまで遡れるのは、そのうちの⼀⽅だけである。 
 
 
この記事では、厳格な独⽴検証が実際はどのようなものなのか̶̶それを実
施する機関、使⽤される機器、そして各検査が具体的に何を明らかにするた
めに設計されているかを説明する。これを理解することで、本当に検証され
たサプリメントと、ただそう⾔っているだけの製品との違いが、ずっと⾒え
やすくなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



01 認定機関とその検査内容 
 
最も徹底した検証プログラムでは、複数の認定機関を組み合わせて使⽤さ
れ、原材料から最終ロットまで、製品の⼯程ごとに異なる段階を各機関が確
認する。 
 

 
 
これらの機関はいずれも、検査対象製品のメーカーから独⽴して運営されて
いる。機器は国際標準に基づいて校正され、分析⼿法は妥当性が確認・⽂書
化されており、結果は外部から監査できる。これらの機関の認証は、確認可
能な⽂書化された結果であり、規定違反があれば取り消されることもある。  
 



02 科学的分析⼿法が実際に⾏うこと  

 
上記の分析⼿法は、説明なしに略語だけで並べられることが多い。しかしそ
れぞれは、物質の中に何が含まれているか̶̶あるいは含まれていないか̶
̶という特定の問いに答えるために設計された、具体的な分析機器だ。正式
な分析証明書（CoA）に記載される数値はすべて、認定検査機関の機器によ
って測定されたものであり、メーカー⾃⾝の施設で作成されたものではな
い。 
 

 
 
  
  
 



03 検査室で使われる機器 
 
以下の画像は、認定 NMN 検査で実際に使⽤される分析機器だ。それぞれが
検証プロセスで異なる弹割りを担っている。 

 



 
 

 
 



 
 

 
 



 

 
  

 



04 複数段階での検証 
 
 
最終的なカプセルが検査される時点では、その品質を決定する多くのことが
製造過程の最初の⼯程に左右される。原材料段階で混⼊した汚染物質は、製
造⼯程を経て最終製品に残ることがある。 
  
だからこそ LGCは、製造の異なる段階でサプリメントを検証する、相互補
完的な⼆つの認証システムを運⽤している。 
  
LGCインフォームド・イングリーディエント認証は、原材料段階̶̶原料が
製造⼯程に⼊る前̶̶に焦点を当てており、250種類以上の禁⽌物質の検査
と、サプライチェーン全体のトレーサビリティの⽂書化を義務付けている。
製造が始まる前に潜在的な問題を特定することが⽬的だ。 
  
LGCインフォームド・スポーツ認証は、最終製品段階に焦点を当てる。消費
者への出荷が予定されるすべての個別製造ロットが、市場に出る前にWADA
禁⽌物質について独⽴して検査される。年に⼀度でもない。定期的にでもな
い。毎ロット、毎回だ。 
  
この⼆つのシステムが合わさることで、製造チェーン内の異なるリスクポイ
ントに対応できる。⼀⽅は製造に⼊る前の原料を検証し、もう⼀⽅は製造を
出た最終製品を検証する。 
  
これは、ごく微量の汚染でも問題になりうる国際アンチドーピング規制のも
とで競技するプロアスリートが信頼しているものと同じ検査の枠組みだ。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

05 検査室において ISO/IEC 17025    
  が意味すること    
 
ここで説明したすべての検査は、それを実施する検査室の信頼性に依存して
いる。ISO/IEC 17025は、検査機関がどのように運営されなければならない
かを規定する国際標準だ。機器の校正、分析法の妥当性確認、担当者の資
格、結果のトレーサビリティ、報告の完全性をカバーする。 
 



ISO/IEC 17025の認定を受けた検査室は、認められた認定機関̶̶⽇本では
JFRLや JFIC、国際的にはイギリスの Intertekや UKASなど̶̶によって独
⽴から審査を受け、これらの要件を満たすことが確認されている。その結果
は、独⽴した外部機関が審査・確認した条件のもとで⽣み出されている。 
  
ISO/IEC 17025認定検査機関が発⾏する CoAは、外部から審査された条件の
もとで結果が⽣み出されたことを意味し、メーカー⾃⾝の社内検査にはでき
ないことだ。 
  

 
  

06   重要なのは、「NMN」という表⽰
ではく、「検証された NMN」である 
 
同じ機関、同じ機器、同じ検証の原則は、あらゆるサプリメントに当てはま
る。⾃⼰申告が当たり前の市場では、ラベルの主張と検証された事実は同じ
ではないからだ。明確な分析検査や検証がなければ、パッケージや成分表⽰
は、実際には確認されていない純度や品質であるかのような印象を与えるこ
とがある。 
これは特に、⻑期間にわたり毎⽇摂取する製品に含まれる不要な不純物や保
存料、着⾊料などをできる限り避けながら、最適な体調を維持したいと考え
るアスリートにとって重要だ。 
HPLCが何を測定し、ICP-MSが何を検出し、ロット単位の検査が何を意味
するのかを理解することで、パッケージ上のもっともらしい表現に惑わされ
にくくなる。真に検証された製品が通常、認定認証マーク、検査機関名、ロ
ット情報、分析結果など、何らかの形で追跡可能な根拠を⽰している⼀⽅
で、曖昧な表現だけに頼る製品では、実際に何が検査・確認されているのか
を判断することは難しい。 



サプリメントのラベルは、製品が約束を語る場所だ。そして独⽴した認定検
査は、その約束を確認可能なものにする場所である。 
 

 
  
 

 


